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お忘れの手続きはありませんか？お忘れの手続きはありませんか？

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
お
知
ら
せ

お
忘
れ
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
カ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
復
旧
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
広
報
や
回
覧
を
通
じ
て
、
生
活
支
援
の
制
度
や
市
税
等
の
減
免
な
ど
、
震
災

に
関
す
る
ご
案
内
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
再
度
ご
案
内
し
ま
す
。
手
続
き
等
の
お
忘
れ
が
な
い
か
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
手
続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
改
め
て
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

証
明
書
な
ど

　

生
活
支
援
策
な
ど

■
り
災
証
明
書

　
　

被
災
さ
れ
た
方
の
申
請
に
よ
り
、
建
物
な
ど
の
被
害
状
況
を
調
査
し
、
確
認
し
た
事

実
に
基
づ
き
発
行
す
る
証
明
書
で
す
。
税
の
減
免
申
請
や
各
種
支
援
申
請
、
保
険
請
求

な
ど
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
家
屋
等
は
税
務
課
（
内
１
５
１
、１
５
２
）
へ

事
業
用
資
産
は
商
工
観
光
課
（
内
３
６
２
）
へ

■
被
災
証
明
書
（
高
速
道
路
用
）

　
　

被
災
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
被
災
地
域
を
含
む
区
域
の
高
速
道
路
の
通
行
料
金
を
無

料
化
す
る
措
置
に
伴
い
発
行
す
る
、
被
災
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
で
す
。

　
　
問
総
務
課 

震
災
復
興
係
（
内
３
３
３
）
へ

■
緊
急
融
資
に
必
要
な
売
上
高
減
少
等
の
認
定

　
　

震
災
の
影
響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
が
、
国
や
県
が
支
援
す
る
特
別
融
資
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
売
上
減
少
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係
（
内
３
６
２
）
へ

■
家
屋
の
解
体
証
明
書

　
　

被
災
し
た
家
屋
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
に
よ
る
解
体
を
完
了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
で
す
。
解
体
と
、
そ
の
確
認
が
完
了
し
た
も
の
に
つ
い
て
７
月
か
ら
順
次
発
行
し

て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
政
策
係
（
内
３
７
３
）
へ

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
（
支
援
金
）

　
　

震
災
に
よ
り
、
著
し
い
被
害
を
受
け
た
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
に
支
援
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
○
対
象
世
帯

　
・
住
宅
が
全
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
と
な
っ
た
世
帯

　

・
住
宅
が
半
壊
以
上
で
、
や
む
を
得
ず
解
体
し
た
世
帯

　
○
支
給
額
（
１
人
世
帯
の
と
き
は
左
記
の
４
分
の
３
と
な
り
ま
す
。）

　
　
基
礎
支
援
金　

①
全
壊
な
ど
（
１
０
０
万
円
）
②
大
規
模
半
壊
（
50
万
円
）

　
　

※
申
請
期
限　

平
成
24
年
４
月
10
日
（
被
災
し
た
日
か
ら
13
カ
月
以
内
）

　
　

加
算
支
援
金　

①
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
（
２
０
０
万
円
）

　
　
　

②
補
修
（
１
０
０
万
円
）
③
賃
貸
（
公
営
住
宅
を
除
く
）
に
入
居
（
50
万
円
）

　
　

※
申
請
期
限　

平
成
26
年
４
月
10
日
（
被
災
し
た
日
か
ら
37
カ
月
以
内
）

問
市
民
課
（
内
１
７
２
）
か
、
市
役
所
２
階
相
談
窓
口
へ

■
被
災
住
宅
の
修
繕
工
事
費
の
一
部
助
成

　　

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
の
修
繕
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
該
当
す
る
方
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　
○
対
象
　
以
下
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

　
　

①
地
震
や
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅

　
　

②
市
民
が
市
内
に
所
有
し
居
住
す
る
住
宅

　
　

③
工
期
が
１
年
未
満
で
工
事
金
額
が
10
万
円
以
上
（
消
費
税
抜
き
）
の
工
事
で
あ
る

　
　
　

こ
と
（
居
住
す
る
住
宅
に
付
随
す
る
外
溝
工
事
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　
　

④
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

　
○
助
成
額
　
修
繕
工
事
費
用
の
10
％
（
限
度
額
10
万
円
）
※
１
住
宅
１
回
の
み

　
○
必
要
書
類
　
助
成
金
交
付
申
請
書
、
修
繕
予
定
箇
所
の
写
真
、
工
事
見
積
書
の
写
し
、

　
　

納
税
証
明
書

　

※
す
で
に
修
繕
工
事
に
着
工
ま
た
は
修
繕
工
事
が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
お
問
い
合
わ

　
　

せ
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
係
（
内
３
６
２
）
へ
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市
税
等
の
減
免
・
一
部
負
担
の
減
免
な
ど

■
固
定
資
産
税

　
　

震
災
に
よ
り
、
所
有
す
る
固
定
資
産
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
と
き
、
そ
の
損
害
の

程
度
に
よ
り
、
当
該
固
定
資
産
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
、
左
記
の
と
お
り
減

免
す
る
も
の
で
す
。

　

①
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
家
屋
ま
た
は
償
却
資
産

　
　
　

全
壊
→
全
額
免
除
、
大
規
模
半
壊
→
80
㌫
減
額
、
半
壊
→
60
㌫
減
額

　

②
地
盤
崩
壊
や
表
土
流
出
、
土
砂
の
堆
積
な
ど
著
し
い
被
害
を
受
け
た
土
地

　
　
　

土
地
の
被
害
の
程
度
に
よ
り
、
段
階
的
に
全
額
免
除
～
40
㌫
減
額

　
　

※
り
災
証
明
書
の
判
定
が「
一
部
損
壊
」の
固
定
資
産
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

ま
た
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
石
塀
や
門
扉
が
破
損
し
た
と
き
も
減

　
　
　

免
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

問
税
務
課 

固
定
資
産
税
係
（
内
１
５
６
～
１
５
８
）
へ

■
個
人
市
県
民
税

　
　

震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お
り
個
人
住
民
税
を

減
免
す
る
も
の
で
す
。

　

①
死
亡
し
た
と
き
、
ま
た
は
生
活
保
護
法
の
生
活
扶
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き

　
　

→
全
額
免
除

　

②
特
別
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
→
９
割
減
額

　

③
居
住
す
る
住
宅
の
、
り
災
証
明
書
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
と
き
、
被
害
の
程
度
及

　
　

び
所
得
の
状
況
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
減
免
し
ま
す
。

　
　

・
全
壊
→
前
年
所
得
に
応
じ
、
段
階
的
に
全
額
免
除
～
25
㌫
減
額

　
　

・
大
規
模
半
壊
→
前
年
所
得
に
応
じ
、
段
階
的
に
80
㌫
減
額
～
20
㌫
減
額

　
　

・
半
壊
→
前
年
所
得
に
応
じ
、
段
階
的
に
60
㌫
減
額
～
15
㌫
減
額

問
税
務
課 

市
民
税
係
（
内
１
５
３
～
１
５
５
）
へ

■
国
民
健
康
保
険
税

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
の
方
が
、
震
災
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
に
著
し
い

被
害
を
受
け
た
と
き
、
左
記
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険
税
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　

・
居
住
す
る
住
宅
（
借
家
を
含
む
）
の
、
り
災
証
明
書
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
と
き

　
　
　

全
壊
→
全
額
免
除
、
大
規
模
半
壊
及
び
半
壊
→
50
㌫
減
額　

　
　

※
判
定
が
「
一
部
損
壊
」
の
方
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

※
そ
の
他
、
震
災
に
よ
り
納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）
の
方
が
、
業
務
の
廃
止
、
休
業
、

　
　
　

失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
も
、
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合

■
市
義
援
金
の
配
分
と
義
援
金
第
２
次
配
分
に
つ
い
て

　
　

市
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
に
つ
い
て
、
義
援
金
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
配
分
が
開
始

さ
れ
ま
す
。
日
赤
、中
央
募
金
会
等
の
義
援
金
２
次
分
に
併
せ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。「
り

災
証
明
書
」
に
基
づ
き
、
該
当
す
る
方
へ
の
口
座
振
込
に
よ
り
送
金
さ
れ
ま
す
。
手
続

き
は
不
要
で
す
。

　
　

今
回
の
義
援
金
配
分
額

　
　

①
死
亡
ま
た
は
、
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
全
壊
」
と
な
っ
た
世
帯

　
　
　
（
市
義
援
金
８
万
円
、
日
赤
、
中
央
募
金
会
等
の
義
援
金
56
万
円
）

　
　

②
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
世
帯

　
　
　
（
市
義
援
金
４
万
円
、
日
赤
、
中
央
募
金
会
等
の
義
援
金
28
万
円
）

　
　

問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係
（
内
１
３
４
）
へ

■
災
害
援
護
資
金
貸
付
制
度

　
　

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
世
帯
主
の
方
に
、
生
活
の
立
て
直
し
を
図
る
た
め
援
護
資
金

の
貸
し
付
け
を
行
う
も
の
で
す
。
東
日
本
大
震
災
の
措
置
と
し
て
、
利
率
、
償
還
期
間

な
ど
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

○
対
象　

震
災
に
よ
り
住
宅
が
全
半
壊
し
た
方
、
世
帯
主
に
１
カ
月
以
上
の
負
傷
が

　
　
　

あ
る
方
、
家
財
の
３
分
の
１
以
上
に
損
害
を
受
け
た
方
な
ど

　
　

○
貸
付
限
度
額　

被
災
の
状
況
に
よ
り
１
５
０
万
円
か
ら
３
５
０
万
円
ま
で

　
　

○
償
還
期
間　

13
年
（
据
え
置
き
期
間
６
年
を
含
む
）

　
　

○
利
率　

年
利
１
．
５
㌫
（
た
だ
し
保
証
人
を
立
て
た
と
き
は
無
利
子
）

　

問
社
会
福
祉
課 

地
域
福
祉
係
（
内
１
３
４
）
へ

■
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　

市
で
は
総
務
省
の
「
全
国
避
難
者
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
基
づ
き
、
避
難
さ
れ
て
い
る

方
の
避
難
先
住
所
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
住
所
（
居
所
）
を
シ
ス
テ
ム
に

登
録
す
る
こ
と
で
、
避
難
前
住
所
の
自
治
体
が
、
避
難
さ
れ
た
住
民
の
方
に
、
お
知
ら

せ
な
ど
を
円
滑
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

　
　

○
対
象　

市
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
、
避
難
の
た
め
転
入
届
を
さ
れ
た
方

　
　

○
収
集
情
報　

避
難
前
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
避
難
先
住
所
を
所
定
の

　
　
　

用
紙
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
市
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　

○
持
参
す
る
も
の　

身
分
が
証
明
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

市
民
係
（
内
１
７
２
）
へ

　

義
援
金
な
ど
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■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　

被
保
険
者
の
方
が
、
震
災
に
よ
り
著
し
い
被
害
を
受
け
た
と
き
、
左
記
の
と
お
り
保

険
料
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　

①
被
保
険
者
世
帯
の
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
傷
→
全
額
免
除

　

②
居
住
す
る
住
宅
の
、
り
災
証
明
書
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
と
き

　
　
　

全
壊
→
全
額
免
除
、
大
規
模
半
壊
及
び
半
壊
→
50
㌫
減
額

　

※
判
定
が
「
一
部
損
壊
」
の
方
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
　

そ
の
他
、
減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係
（
内
１
８
６
、１
８
７
）
へ

■
国
民
年
金
保
険
料

　
　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
方
で
、
震
災
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
、
家
財
、
そ
の
他
財

産
に
つ
い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
た
方
や
、
そ
の
ご
家
族
に
つ

い
て
保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係
（
内
１
８
７
、１
８
８
）
か　

日
立
年
金
事
務
所
（
☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５
）
へ

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金

　
　

被
災
の
状
況
に
よ
り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
負
担
す
る
利
用
者
負

担
金
に
つ
い
て
、
減
額
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
重
度
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た
と

き
→
全
額
免
除

②
居
住
す
る
住
宅
（
借
家
含
む
）
が
「
全
壊
」
ま
た
は
「
半
壊
」
し
た
と
き
→
所
得
状

況
に
よ
り
全
額
免
除
ま
た
は
５
割
減
額

③
震
災
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
→
減
少
の
程
度
に
よ
り
全
額
免

除
ま
た
は
５
割
減
額

問
社
会
福
祉
課 

援
護
係
（
内
１
３
６
）
へ

■
保
育
料

　
　

震
災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
、
保
育
料
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

①
居
住
す
る
住
宅
が
被
災
し
、
り
災
証
明
書
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
方

　

②
震
災
に
よ
り
、
保
護
者
の
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
と
認
め
ら
れ
る
方

問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係
（
内
１
３
２
、１
３
３
）
へ

お忘れの手続きはありませんか？お忘れの手続きはありませんか？

　
　
　

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
一
部
負
担
金
な
ど
の
免
除
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
医
療
機
関
窓

口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
や
入
院
時
食
事
療
養
費
、
生
活
療
養
に
係
る
標
準
負
担
額
の
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
居
住
す
る
住
宅
（
借
家
を
含
む
）
が
全
半
壊
し
た
と
き
（
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半

　
　

壊
」
以
上
）

　

②
主
な
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
症
と
な
っ
た
と
き

　

③
主
な
生
計
維
持
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き

　

④
震
災
に
よ
り
主
な
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
ま
た
は
休
止
し
た
と
き

　

⑤
震
災
に
よ
り
主
な
生
計
維
持
者
が
失
業
し
、
現
在
収
入
が
な
い
と
き

　
　

※
免
除
の
期
間

　
　
　

一
部
負
担
金
の
免
除
は
、
平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で

　
　

※
免
除
を
受
け
る
に
は
、
発
行
さ
れ
た
「
免
除
証
明
書
」
と
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
」
を
医
療
機
関
で
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
該
当
す
る
方

が
、
す
で
に
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て
い
る
と
き
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

問
保
険
年
金
課 
保
険
係
（
内
１
８
１
～
１
８
４
）
へ

■
介
護
保
険
料

　
　

被
保
険
者
の
方
が
、
震
災
に
よ
り
居
住
す
る
住
宅
に
著
し
い
被
害
を
受
け
た
と
き
、

左
記
の
と
お
り
保
険
料
を
減
免
す
る
も
の
で
す
。

　

・
居
住
す
る
住
宅
（
借
家
を
含
む
）
の
、
り
災
証
明
書
判
定
が
「
半
壊
」
以
上
の
と
き

　
　
　

全
壊
→
全
額
免
除
、
大
規
模
半
壊
及
び
半
壊
→
50
㌫
減
額

　
　

※
判
定
が
「
一
部
損
壊
」
の
方
は
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
に
つ
い
て

　
　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
方
が
負
担
す
る
一
部
負
担
額
や
施
設
入
所
な
ど
の
食
費
、
居
住

費
の
自
己
負
担
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
居
住
す
る
住
宅
（
借
家
を
含
む
）
が
全
半
壊
し
た
と
き
（
り
災
証
明
書
の
判
定
が
「
半

　
　

壊
」
以
上
）

　

②
主
な
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
症
と
な
っ
た
と
き

　

③
主
な
生
計
維
持
者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き

　

④
震
災
に
よ
り
主
な
生
計
維
持
者
が
業
務
を
廃
止
ま
た
は
休
止
し
た
と
き

　

⑤
震
災
に
よ
り
主
な
生
計
維
持
者
が
失
業
し
、
現
在
収
入
が
な
い
と
き

　
　
　
　

問
高
齢
福
祉
課 

介
護
保
険
係
（
内
１
２
５
～
１
２
９
）
へ
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

市内の放射線量の測定状況をお知らせします市内の放射線量の測定状況をお知らせします
市では、市内の小・中学校、幼稚園、都市公園、保育所などで放射線量を測定しています。
ここではその測定値についてお知らせします。詳細は市ホームページでもご覧になれます。
市ホームページ　www.city-kitaibaraki.jp/modules/info/index.php?content_id=396

測定場所
測　定　値

６月17日 ７月１日 ７月15日

中郷第一
0.20 0.16 0.18
0.21 0.17 0.19

中郷第二
0.28 0.19 0.21
0.29 0.20 0.22

石 岡
0.27 0.23 0.24
0.29 0.26 0.29

精 華
0.22 0.18 0.16
0.23 0.19 0.19

明 徳
0.22 0.16 0.17
0.24 0.17 0.19

中 妻
0.25 0.21 0.23
0.27 0.21 0.25

華 川
0.44 0.34 0.38
0.46 0.39 0.41

関 南
0.26 0.23 0.25
0.27 0.24 0.26

大 津
0.31 0.25 0.26
0.35 0.27 0.27

平 潟
0.21 0.20 0.20
0.22 0.21 0.22

関本第一
0.25 0.19 0.22
0.27 0.22 0.23

富士ケ丘
0.36 0.37 0.37
0.37 0.46 0.45

測定場所
測　定　値

６月17日 ７月１日 ７月15日

中 郷
0.21 0.16 0.21
0.24 0.17 0.21

磯 原
0.23 0.19 0.18
0.25 0.20 0.20

華 川
0.28 0.23 0.23
0.29 0.25 0.24

常 北
0.22 0.19 0.22
0.23 0.20 0.24

関 本
0.27 0.22 0.24
0.29 0.22 0.26

測定場所
測　定　値

６月17日 ７月１日 ７月15日

いそはら
0.20 0.16 0.17
0.22 0.17 0.21

杉 の 子
0.16 0.11 0.13
0.17 0.12 0.14

誠 之 会
0.22 0.20 0.21
0.26 0.26 0.24

旭
0.21 0.19 0.22
0.23 0.22 0.25

測定場所
測　定　値

６月17日 ７月１日 ７月15日
汐見ケ丘
近隣公園

0.24 0.20 0.22
0.25 0.21 0.23

粟野公園
0.22 0.18 0.21
0.29 0.21 0.23

磯 原
中央公園

0.24 0.20 0.25
0.30 0.25 0.26

五 浦
第二公園

0.36 0.30 0.37
0.45 0.40 0.41

浜 道
中央公園

0.25 0.21 0.24
0.29 0.22 0.25

測定場所
測　定　値

６月20日 ７月４日 ７月21日
関 本
保 育 所

0.26 0.23 0.22
0.36 0.28 0.33

木 皿
保 育 所

0.17 0.16 0.12
0.20 0.19 0.14

み な み
保 育 園

0.07 0.09 0.06
0.08 0.10 0.07

磯 原
保 育 園

0.14 0.14 0.11
0.19 0.15 0.13

大 津
保 育 園

0.16 0.14 0.13
0.20 0.17 0.16

中 郷
保 育 園

0.22 0.18 0.15
0.31 0.24 0.17

中 郷
子どもの家

0.21 0.16 0.13
0.27 0.18 0.16

大 津
子どもの家

0.19 0.15 0.15
0.24 0.20 0.21

○小学校

○中学校

○私立幼稚園

○都市公園

○保育所、保育園など

　その他の測定結果

県設置の可搬型
モニタリングポ
ストの測定結果

（設置場所：市役
所庁舎玄関わき）

（単位：マイクロ
シーベルト／時）
６月 16 日～７月
15 日の測定結果
・最大値　0.189（6 月 18 日）
・最小値　0.164（6 月 19 日）
　7 月 16 日の測定値 0.169 ～ 0.182
※詳細は、県のホームページをご覧
　ください。
www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/seikan/
gentai/nuclear/radiation.html

各浄水場の水道水測定結果
　中郷浄水場は、３月 23 日から定期的
にサンプルを採取し放射性物質の有無を
測定しています。
　水道水に含まれる放射性物質の量は、
３月 23 日の測定結果で乳児の飲料制限
基準を超える放射性ヨウ素が検出されま
したが、翌日には基準値以下に下がりま
した。その後の検査でも下がる傾向にあ
り、５月６日以降の測定では検出されて
いません。
　中郷浄水場以外の中郷簡水浄水場、関
本簡水浄水場、華川浄水場は、４月 15
日から毎月１回測定を実施しています
が、放射性ヨウ素や放射性セシウムは検
出されていません。
※測定結果は市のホームページでもご覧
になれます。
www.citykitaibaraki.jp/modules/
info/index.php?content_id=358

問 小・中学校、幼稚園は教育総務課　
内４５１

　都市公園は都市計画課　　 内２８２
　保育所・児童施設は社会福祉課

　内１３２、１３３
　浄水場は水道部業務課　　 内１１１

表中の測定値の単位は、マイクロシーベルト／時、です。
上段：小学校、幼稚園、保育所などは、地上 50cmの測定値です。
　　　中学校、都市公園は、地上 100cmの測定値です。
下段：保育所、保育園などは地上 5cm、他は地上 10cmの測定値です。
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前
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
議
員
に
よ
る

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
村

田
洋
文
議
員
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

第
２
回 

市
議
会
定
例
会

第
２
回 

市
議
会
定
例
会

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
震
災
復
旧
・
復
興
関
連
を
含
む
議
案
を
可
決

　

平
成
23
年
第
２
回
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月
27
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
15

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
当
初
に
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
村
田
洋
文
議
員
が
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
会
議
に
は
報
告
６
件
、
議
案
12
件
が
上
程
さ
れ
、
各
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
議
長
の
選
挙

■
報
告
、
承
認
さ
れ
た
専
決
処
分

■
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

■
可
決
さ
れ
た
主
な
予
算

■
陳
情

村 田 洋 文 議長

◎
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
い
崩
壊
し
た
市
道

法
面
に
係
る
車
両
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、

示
談
の
成
立
に
よ
り
専
決
処
分
し
た
損
害

賠
償
額
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◎
北
茨
城
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

震
災
に
伴
い
固
定
資
産
税
の
納
期
限
が

延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
報
奨
金
交
付
額

の
差
額
を
解
消
す
る
措
置
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算

　

震
災
の
発
生
に
伴
う
災
害
ご
み
処
理
費

や
被
災
者
用
の
住
宅
借
上
げ
費
用
、
仮
設

住
宅
建
設
工
事
費
、
道
路
復
旧
、
施
設
の

修
繕
な
ど
、
緊
急
的
な
費
用
を
支
出
す
る

た
め
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
17
億
５
４
５

７
万
２
千
円
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
、

漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、
市
立
総
合
病

院
事
業
会
計
な
ど
で
、
施
設
の
緊
急
的
な

災
害
復
旧
工
事
に
要
す
る
費
用
等
の
補
正

予
算
の
専
決
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
者
に
対
す

る
市
税
等
減
免
の
特
別
措
置
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
今
回
の
震
災
に

つ
い
て
、
被
災
者
の
市
税
等
の
減
免
申
請

手
続
き
を
簡
素
化
す
る
た
め
の
措
置
を
講

じ
た
も
の
で
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

　

７
月
３
日
で
任
期
満
了
と
な
る
加
藤
光

雄
氏
、
篠
原
陸
良
氏
、
渡
邊
義
憲
氏
の
３

名
を
引
き
続
き
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
機
械
電
気
設
備
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
潟
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
復
旧

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

◎
北
茨
城
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て

　

７
月
19
日
で
任
期
満
了
と
な
る
北
茨
城

市
農
業
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
市
議
会
が

推
薦
す
る
委
員
に
つ
い
て
、
木
村
早
苗
氏
、

鈴
木
肇
氏
、
松
本
峰
夫
氏
、
鈴
木
信
行
氏

の
４
名
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

◎
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

12
億
１
４
８
４
万
７
千
円
を
増
額
し
、

歳
入
歳
出
総
額
が
１
８
３
億
３
３
５
１
万

９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
支
出
項
目
は
、
災
害
ご
み
処
理
業

務
委
託
料
の
増
額
、
震
災
に
伴
う
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
補
助
金
の
増
額
、
防

災
行
政
無
線
設
置
工
事
費
な
ど
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

　

震
災
に
よ
る
水
道
料
金
の
減
免
や
水
道

施
設
復
旧
費
用
、
給
水
タ
ン
ク
購
入
な
ど

に
よ
り
収
益
的
収
支
と
資
本
的
支
出
を
そ

れ
ぞ
れ
補
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
平
成
23
年
度
北
茨
城
市
工
業
用
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算

　

震
災
に
よ
る
料
金
の
減
免
に
伴
い
、
収

益
的
収
入
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
安
全
、
安
心

の
医
療
・
介
護
を
求
め
る
陳
情　
　
　

　
　
　
　
（
採
択
）

◎
保
育
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情　
　
　
　
（
継
続
審
査
）
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

北茨城市民夏まつり会場配置図（交通規制時間帯9：00 ～ 21：00）

図書館

郵便局郵便局

磯原
駅

風の広場

ふれ
あい

セン
ター

図書館脇
駐車場
300 台

精華小学校
駐車場
300 台

中央公園
駐車場
300 台

武蔵野宅地
駐車場
300 台

無料映画
上映会場

駅西広場

うまいもん横丁

安心安全サテライト
（２Ｆ授乳室）

メイン
ステージ

ＰＲブース

フリーマーケット会場

駅東会場

…進入禁止

ちびっ子
夏まつり会場

打上花火／ 20：00 ～　大北川河口付近

大 通 り

うまいもん横丁

（前夜祭／交通規制時間帯17：00 ～ 20：00）（前夜祭／交通規制時間帯17：00 ～ 20：00）

北茨城市民北茨城市民北茨城市民夏まつり夏まつり夏まつり888 212121月月 日日
日 開催開催開催

メインステー
ジで

前夜祭を開催
します

20日㈯ 午後
６時～7時30

分「キムヨンジャ
」コンサート

雨天時

ふれあい
センター

前夜祭交通規制区間

前夜祭交通規制区間

市民夏まつりスケジュール表（予定）
メインステージ  10:30 〜

●開会セレモニー　　　　 ●よさこいの舞　　　　　 

●すがはらやすのりコンサート　　　●フラガール公演

●警察音楽隊（皇宮警察、茨城県警）　　 

大通り  10:00 〜
●市民踊り（市内保育園児・幼稚園児）
●大洗高校マーチングバンド
●ゲーム（シューティングナイン、重さ＆中身当てゲーム、お箸で

大豆キャッチ、ロボット操作ゲーム〈茨城大学工学部〉他）
●町別対抗綱引
●町別対抗子どもバケツリレー競争　●市民みこし
●市民踊り
●電子機器による健康状態チェック

駅 西 広 場  
駅西広場　　　　　10:00 〜
●子供の遊び場　●市内各公共団体販売ブース　●休憩スペース
安心安全サテライト
●２Ｆ授乳室
赤い靴通り
●うまいもん横丁　 10:00 〜
　各種団体模擬店等

磯 原 駅 と 駅 東 会 場  
磯原駅前商店会主催　10:00 〜
●ちびっこ夏まつり
駅東会場　10:00 〜
●フリーマーケット●市民みこし●アコースティックコンサート
●地球温暖化防止キャンペーン●風鈴づくり●ぱぴよんダンス
●オセロゲーム●ベイブレード大会
磯原駅自由通路　10:00 〜　●こども絵画コンクール作品
市民ふれあいセンター　●無料映画
　「ボルト」第 1 回 11:00 〜　第 2 回 14:30 〜
　第3回17:00 〜（最終上映）

※当日都合により出店や出演等が変更になる場合があります。



広報　きたいばらき　8月号　8

北茨城市立総合病院の診療体制 平成 23 年 7 月 31 日現在

診療科 ※１ 月 火 水 木 金 土※２ 入院受入

内 科
午前

初診 瀬田 渋木 非常勤 荒井 永田 当番医

可
お薬外来 渋木 瀬田 藤枝 永田 瀬田 当番医

予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 荒井
藤枝 当番医

午後 予約 藤枝 藤枝 永田 渋木 藤枝
荒井 −

循環器内科 午前 山尾 山尾 − 山尾 − 三橋（8/6）
小形（8/20） 可

外 科 午前 小出
小池

田渕※３

（第 1・3・5） 小池 宇佐美
小池 小出 小池 可

産 婦 人 科
午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池

可
午後 小池 − − − − −

眼 科 午前 − − − − − − −

小 児 科

一般
外来

午前 小宅 平木 平木 小宅 平木

− −
午後 − − − −

定期外来
平木

健診・注射
予防注射

小宅（午後） −
乳児健診

平木（午後） − −

専門外来 アレルギー外来
黒田（第３） − 神経外来

浜野 − 心臓外来
堀米（第４午後）

泌 尿 器 科
午前 − − − 笠谷※４ − −

−
午後 − − − 笠谷（第２除く） − −

脳神経外科
午前 金子 − − − − 金子

−
午後 金子 − − − − −

整 形 外 科
午前 − − 永井 井上 − 土屋（第１・３）

−
午後 永井 − 永井 井上 − −

耳鼻咽喉科 午前 − − − 徳永 − 当番医 −

皮 膚 科
午前 倉持 − − 倉持 − −

−
午後 倉持 − ※月曜は耳鼻科外来、木曜午前中は小児科外来にて診察します。

歯科口腔外科
午前 若月 若月 若月

若月
口腔外科・吉田

（8/11）
若月 若月

可
午後 若月 若月 若月

若月
口腔外科・吉田

（8/11）
− −

※１ 午前の一般受付は 11 時まで、午後の受付時間は各科によって異なりますのでお問い合わせください。
※２ 土曜日の診療は、第１・第３・第５土曜日です。（第２・第４土曜日は休診となります。）
※３ 外科（第２・第４火曜日休診）　　　※４ 泌尿器科（第２木曜日休診）

問い合わせ：北茨城市立総合病院　46 − 1121　医事課　田谷・井坂（内線３２１・２３９）

○
募
集
内
容　

臨
床
検
査
技
師
（
１
名
）

○
応
募
資
格　

有
資
格
者
又
は
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
（
採
用

時
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
条

件
）
の
方

○
試
験
日　

平
成
23
年
10
月
16
日
㈰

○
選
考
方
法　

筆
記
試
験
、
面
接
試
験

○
提
出
書
類

①
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
職
員
採
用
試
験

願
書
（
病
院
規
定
）

②
履
歴
書
（
病
院
規
定
）

③
写
真
１
枚
（
３
カ
月
以
内
に
撮
影
、
縦

４
cm
×
横
３
cm
）
※
履
歴
書
に
貼
付

④
免
許
証
の
写
し
（
有
資
格
者
の
み
）

⑤
卒
業
見
込
証
明
書（
有
資
格
者
は
不
要
）

⑥
成
績
証
明
書
（
開
封
無
効
、
有
資
格
者

は
不
要
）

○
病
院
規
定
書
類
の
取
得
方
法

①
市
立
総
合
病
院
総
務
課
で
取
得
す
る

②
市
立
総
合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

③
郵
便
で
請
求
す
る（
封
筒
の
表
面
に「
採

用
試
験
願
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返

信
用
の
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒
を

必
ず
同
封
し
、
下
記
に
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
）

○
応
募
締
切 

平
成
23
年
９
月
30
日
㈮

　

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
の
消
印
有
効
。

封
筒
の
表
面
に
「
願
書
在
中
」
と
朱
書

き
し
て
く
だ
さ
い
）

○
採
用
予
定
日　

平
成
24
年
５
月
１
日

（
左
記
に
続
く
↓
）

　
▼
市
立
総
合
病
院
職
員
募
集
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北茨城市役所　☎43ー1111北茨城市役所　☎43ー1111

地
震
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か

〜
耐
震
診
断
に
向
け
て
〜

　

市
内
の
既
存
建
築
物
の
耐
震
診
断
と
そ

の
結
果
に
基
づ
く
耐
震
改
修
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
既
存
建
築
物
の
耐
震
性
能

の
向
上
を
図
り
、
地
震
災
害
か
ら
市
民
の

生
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
20
年
９
月
に
市
耐
震
改
修
促
進
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け

て
、
木
造
住
宅
を
対
象
に
耐
震
診
断
士
を

派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行
う
事
業
（
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
）
を
行
い
ま

す
。

○
該
当
す
る
建
物　

次
の
①
～
③
に
当
て

は
ま
る
建
物

①
市
内
に
存
す
る
居
住
を
目
的
と
す
る
住

宅
で
、
所
有
者
自
ら
が
居
住
し
て
い
る

一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
住
宅
部
分
が
１

／
２
以
上
と
な
る
併
用
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
耐
震
基
準
で
着
工
さ
れ
た

一
戸
建
住
宅

③
木
造
軸
組
工
法
と
木
造
枠
組
壁
工
法
で

建
築
さ
れ
た
地
上
２
階
以
下
で
、
床
面

積
が
30
平
方
㍍
以
上
の
住
宅

○
耐
震
診
断
を
行
う
者　

県
知
事
が
認
定

し
た
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」
が
お

伺
い
し
ま
す
。

○
内
容　

設
計
図
な
ど
を
基
に
現
地
調
査

を
行
い
、
ど
の
部
分
が
地
震
に
弱
い
か

や
倒
壊
の
可
能
性
の
有
無
に
つ
い
て
の

診
断
。

○
必
要
な
図
書  

確
認
通
知
書
、
平
面
図

な
ど

○
費
用　

個
人
負
担
２
０
０
０
円
（
一
戸

の
診
断
費
用
は
３
５
０
０
０
円
で
す
）

○
募
集
期
間  

８
月
19
日
㈮
～
９
月
30
日

㈮
（
先
着
20
戸
）

○
申
込
方
法　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込

書
兼
市
税
納
付
状
況
調
査
・
確
認
同
意
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
都
市
計
画

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
問
都
市
計
画
課 

建
築
指
導
係

（
蛭
田
、
川
島
）
内
２
８
４

社会福祉課からのお知らせ
①各手当の現況届をお忘れなく
　下記の各手当を受給している方は、現況届など
を忘れずに期限内に提出してください。この届け
を提出しないと、８月分以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください。
　現在、各手当を受給している方には、事前に届
出書類を送付します。

②児童扶養手当を受給している皆さんへ
　県では、児童扶養手当を受給されている皆さん
の就労を支援するため「母子自立支援プログラム
策定事業」を実施しています。プログラム策定員
などが、あなたの就労についてきめ細やかにサポ
ートします。
　また、このほかに皆さんが安心して生活できる
よう貸付金や給付金など、さまざまな事業を行っ
ています。お気軽にお問い合わせください。
問 社会福祉課 児童福祉係（石井・赤沼）内１３２
　県北県民センター地域福祉室

☎０２９４‐８０‐３３２１

問 社会福祉課 児童福祉係（赤沼）　　 　内１３２

手　当　名 届 出 書 類 提 出 期 限

児 童 扶 養 手 当 現　況　届 8 月 31 日㈬まで

特別児童扶養手当 所得状況届
8 月 11 日㈭から
9 月 9 日㈮まで

特別障害者手当
障害児福祉手当
経過的福祉手当

現況調査票

　

７
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
、
東
京
近

郊
の
大
学
や
専
門
学
校
で
工
業
デ
ザ
イ
ン

を
学
ぶ
学
生
23
名
が
本
市
を
訪
れ
、
観
光

資
源
を
活
か
し
た
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
民
宿
に
宿
泊
し
、
被
災
場
所
の

視
察
や
地
元
の
方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

ま
た
、
よ
う
・
そ
ろ
ー
の
ゴ
ミ
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
う
な
ど
、
震
災
の
影
響
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
復

興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
提
案
を
作
成
し
、

10
月
に
本
市
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
予
定
で
す
。

問
企
画
政
策
課 

市
民
協
働
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
）
内
２
３
５

被
災
地
か
ら
発
想
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

被
災
地
か
ら
発
想
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

被
災
地
か
ら
発
想
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

問
〒
３
１
９
‐
１
７
０
４
北
茨
城
市
大
津

町
北
町
４
‐
５
‐
15　

北
茨
城
市
立
総

合
病
院
総
務
課
（
滝
、
狩
野
）

☎
㊻
１
１
２
１

▼
看
護
師
奨
学
金
制
度
の
ご
案
内

　

市
立
総
合
病
院
で
は
、
看
護
学
校
に
通

っ
て
い
る
方
、
ま
た
は
入
学
を
予
定
し
て

い
る
方
で
、
卒
業
後
北
茨
城
市
立
総
合
病

院
で
勤
務
す
る
方
を
対
象
に
し
た
奨
学
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
は
、
入
学
支
度
金
一
時
金
10
万

円
、
月
額
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
茨
城
市
立
総
合
病
院

　

看
護
部
長(

鐵
）、
総
務
課
長(

鈴
木
）

☎
㊻
１
１
２
１
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
は
、

職
場
の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
、
協

会
け
ん
ぽ
や
共
済
組
合
な
ど
。）
に
加
入

し
て
い
る
人
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
人
以
外
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
の
対

象
者
と
な
り
ま
す
。

○
加
入
手
続
き
は
お
早
め
に

○
退
職
医
療
制
度
へ
の
切
り
替
え
は

　
お
済
み
で
す
か

○
喪
失
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
場
合
、
職
場
の

健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、
転

入
や
出
生
し
、
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
場
合
は
、
国
保
に
加
入
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
加
入
す
る
要
件
が
発

生
し
て
か
ら
14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
税
は
資
格
取
得
日

に
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

転
出
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
場
合
は
、
国

保
の
加
入
資
格
が
喪
失
し
ま
す
。
そ
の
場

合
は
、
喪
失
す
る
要
件
が
発
生
し
て
か
ら

14
日
以
内
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
が
遅
れ
る
と
国
保
税
が
課
税
さ
れ
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
険
証
を

市
役
所
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。
国
保
の

加
入
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
国

保
が
負
担
し
た
分
を
後
日
、
市
役
所
に
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
保
の
加
入
者
の
う
ち
、
会
社
や
官
公

庁
を
退
職
し
、
現
在
年
金
を
受
け
て
い
る

方
で
、
次
の
項
目
に
す
べ
て
該
当
す
る
方

と
そ
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
退
職
医
療
制

度
で
の
医
療
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

② 

65
歳
未
満
で
あ
る
方

③
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の
老
齢

（
退
職
）
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
方
で
、

加
入
期
間
が
通
算
20
年
以
上
又
は
40
歳

以
上
で
10
年
以
上
の
方

　

な
お
、
被
扶
養
者
と
は
、
退
職
被
保
険

者
本
人
と
同
一
世
帯
に
属
し
、
退
職
者
の

収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶

者
及
び
３
親
等
内
の
親
族
を
い
い
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
年

金
証
書
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
退
職
被
保
険
者
証
へ
の
切
り

替
え
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

（
鈴
木
、
太
田
）
内
１
８
１
～
１
８
４

　

公
的
年
金
の
加
入
者
や
受
給
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
は
、
市
民
課
へ
の
届
出

と
は
別
に
、
年
金
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
葬
儀
等
が
終
わ
り
ま
し
た

ら
、
お
忘
れ
な
く
速
や
か
に
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
請
求

で
き
ま
せ
ん
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
払

い
過
ぎ
た
年
金
を
返
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
時
の

届
出
先

国
民
年
金
の
加
入
者
が

亡
く
な
っ
た
時
の
給
付

受
給
者
が
亡
く
な
っ
た
時
の

届
出

①
国
民
年
金
の
第
１
号
加
入
者
、
任
意

加
入
者
の
と
き
は
→
保
険
年
金
課
へ

②
国
民
年
金
の
第
３
号
加
入
者
の
と
き

は
→
配
偶
者
の
勤
務
先
へ

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
加
入
者
の

と
き
は
→
勤
務
先
へ

※
第
１
号
加
入
者
（
自
分
で
保
険
料
を

納
め
る
必
要
の
あ
る
方
）

※
第
３
号
加
入
者
（
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
の
加
入
者
の
扶
養
配
偶
者
と
な

っ
て
い
る
妻
や
夫
）

　

受
給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
に
よ
り
、

届
出
先
や
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。

保
険
年
金
課
ま
た
は
日
立
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

未
支
給
の
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
生

計
同
一
の
親
族
に
限
り
未
支
給
分
が
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
亡
く
な
っ
た
日
か
ら

　
・
遺
族
基
礎
年
金　

生
計
同
一
で
あ
る

18
歳
未
満
の
子
が
い
る
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
・
寡
婦
年
金　

国
民
年
金
保
険
料
を
25

年
以
上
納
付
（
免
除
期
間
を
含
む
）
し

た
夫
が
、
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な

っ
た
場
合
、
10
年
以
上
の
婚
姻
期
間
が

あ
っ
た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
・
死
亡
一
時
金　

国
民
年
金
保
険
料
を

３
年
以
上
納
付
し
た
方
が
、
年
金
を
受

給
せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
日
か
ら
２
年
を

経
過
す
る
と
時
効
と
な
り
請
求
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
給
付
は
、
納
付
期
間
以
外

に
も
請
求
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

(

村
田
、
長
谷
川)

内
１
８
７
、１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　
　

　

☎
０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
９
３

亡
く
な
っ
た
と
き
の
年
金
の
届
出
に
つ
い
て

国
民
年
金
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浄
化
槽
は
、
微
生
物
な
ど
の
働
き
を
利

用
し
て
水
を
き
れ
い
に
す
る
装
置
で
す
。

そ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
る
に
は
、定
期
的
な
維
持
管
理（
保

守
点
検
・
清
掃
）
と
定
期
検
査
（
法
定
検

査
）
が
必
要
で
あ
り
、
法
律
に
よ
り
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

適
正
な
維
持
管
理
と
定
期
検
査
を
行
い
、

浄
化
槽
を
正
し
く
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
保
守
点
検

　

浄
化
槽
内
の
機
器
、
送
風
機
や
タ
イ
マ

ー
な
ど
の
点
検
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

消
毒
剤
を
定
期
的
に
補
充
し
，
放
流
先

が
不
衛
生
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

も
重
要
な
作
業
で
す
。
10
人
槽
以
下
の
家

庭
用
浄
化
槽
の
場
合
、
年
３
～
４
回
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
に
登
録
し
て
い
る

保
守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

○
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
な
ど
を
抜

き
取
る
の
が
清
掃
で
す
。
年
に
１
回
以
上

（
全
ば
っ
気
方
式
は
６
カ
月
に
１
回
以
上
）

清
掃
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
の
許

可
を
受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

○
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
き
ち
ん

と
行
わ
れ
、
き
れ
い
な
水
が
放
流
さ
れ
て

い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

　

最
初
の
検
査
は
、
浄
化
槽
を
使
い
始
め

て
か
ら
３
～
８
カ
月
以
内
に
行
う
必
要
が

あ
り
、
そ
の
後
は
毎
年
１
回
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
県
指
定
検
査
機
関
で
あ
る

㈳
茨
城
県
水
質
保
全
協
会
（
☎
０
２
９

‐
２
９
１
‐
４
０
０
４
）
に
申
し
込
ん
で
、

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
有
料
で
す
）。

問
県
生
活
環
境
部 

環
境
対
策
課

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
９
６
６

　

生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
友
）
内
３
７
２

瑞宝双光章
大森　　光さん

（磯原町 61 歳）

　

大
森
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら
平
成

16
年
ま
で
陸
上
自
衛
隊
員
と
し
て
第
一

空
挺
団
、
茨
城
地
方
連
絡
部
、
第
一
教

育
団
な
ど
に
所
属
。
特
に
第
一
教
育
団

で
は
、
約
14
年
間
に
わ
た
り
教
官
を
務

め
、
後
進
の
指
導
・
育
成
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。

　

広
報
き
た
い
ば
ら
き
７
月
号
３
頁

「
叙
勲
・
褒
章
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
、
左
記
の
と

お
り
訂
正
記
事
を
再
掲
し
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

●
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

訪
問
勧
誘
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
の
相
談
事
例
は
、
最
近
、
県
内
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で

す
。
皆
さ
ん
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
事
例
１
】
火
災
報
知
機
の
訪
問
販
売

　

高
齢
者
が
一
人
で
留
守
番
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
に
、
見
知
ら
ぬ
業
者
が
訪
ね
て
き

た
。
業
者
は
「
火
災
報
知
機
を
取
り
付
け

な
い
と
法
律
違
反
に
な
る
。
２
か
月
前
に

家
族
が
契
約
を
し
て
い
る
。」
と
執
拗
に

契
約
を
迫
っ
た
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
は

火
災
報
知
機
を
購
入
さ
せ
ら
れ
た
。
価
格

は
市
価
の
10
倍
以
上
の
値
段
だ
っ
た
。

【
注
意
点
】「
設
置
し
な
い
と
処
罰
さ
れ
る
」

「
家
族
が
承
諾
済
み
」
な
ど
と
言
っ
て
執

拗
に
契
約
を
迫
る
業
者
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
消
防
署
の
職
員
を

装
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
事
例
２
】
貴
金
属
の
買
い
取
り
業
者

　

突
然
、
や
っ
て
き
た
見
知
ら
ぬ
業
者
に

「
不
要
な
貴
金
属
は
あ
り
ま
す
か
」
と
聞

か
れ
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
２
本
を
見
せ
た
と
こ

ろ
、業
者
は「
○
○
円
で
買
い
取
り
ま
す
。」

と
し
つ
こ
く
迫
っ
た
。

　

言
わ
れ
た
金
額
が
あ
ま
り
に
も
安
く
、

売
る
つ
も
り
も
な
い
の
で
断
わ
っ
た
が
、

業
者
は
な
か
な
か
帰
ら
な
い
。業
者
に「
売

れ
、
売
れ
。」
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
困

り
果
て
て
承
諾
し
た
と
こ
ろ
に
幸
い
家
族

が
帰
っ
て
き
て
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
た
。

【
注
意
点
】
金
な
ど
の
貴
金
属
の
買
い
取

り
価
格
は
、
業
者
に
と
っ
て
は
幅
が
あ
り

ま
す
。
売
却
す
る
際
に
は
他
社
と
比
較
す

る
な
ど
し
て
、
納
得
し
た
う
え
で
取
引
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
中
に
は
「
着
物

の
買
い
取
り
」
つ
い
で
に
、
強
引
に
貴
金

属
を
鑑
定
さ
せ
る
よ
う
に
求
め
る
業
者
も

あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
業
者
に
品
物
を
引

き
渡
し
て
し
ま
う
と
、
返
品
を
申
し
出
て

も
返
品
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

【
事
例
３
】
社
員
を
か
た
っ
た
詐
欺

　
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
」
と
社
名
の
書
か
れ

た
名
刺
を
持
っ
た
「
社
員
」
の
訪
問
が
あ

り
、「
現
金
を
支
払
え
ば
、
電
話
の
基
本

料
金
が
安
く
な
る
。」「
年
間
の
電
話
料

金
が
無
料
に
な
る
。」
と
説
明
し
た
の
で
、

そ
の
場
で
お
金（
２
万
円
～
１
万
６
千
円
）

を
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
後
で
不
審
に
思
い

名
刺
に
書
い
て
あ
る
電
話
に
連
絡
し
た
が

つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

【
注
意
点
】
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
社
員
が
、

消
費
者
宅
を
訪
問
し
現
金
を
受
け
取
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

訪
問
販
売
な
ど
で
、
望
ま
な
い
契
約
を

さ
せ
ら
れ
、
解
約
し
た
い
等
の
ご
相
談
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
・
水
曜
日

問
商
工
観
光
課
内 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
藤
）
☎
㊸
１
１
０
７

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
様
へ
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７
月
２
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
で
青
少
年
健
全
育
成
北
茨
城
市
民
の

会
主
催
の
「
第
14
回
青
少
年
健
全
育
成

の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
未
来
を
担
う
青
少
年
が
心
身

と
も
に
健
全
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

式
典
後
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、
横
断
幕

と
精
華
小
学
校
鼓
笛
隊
演
奏
を
先
頭
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
か
ら
風
の
広
場
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
「
薬
物
乱
用
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
等
の
プ
ラ
カ
ー
ド

や
の
ぼ
り
旗
を
持
ち
、
チ
ラ
シ
や
風
船

を
配
布
し
な
が
ら
青
少
年
の
育
成
に
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
訴

え
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て

　

６
月
26
日
、
市
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ

ー
場
に
て
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
の
皆

さ
ん
を
招
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
市
サ

ッ
カ
ー
協
会
が
主
催
し
、
関
係
各
団
体

の
協
力
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

北
茨
城
市
か
ら
は
、
市
内
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
中
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
か

ら
、
２
０
０
人
が
参
加
。
水
戸
ホ
ー
リ

ー
ホ
ッ
ク
か
ら
は
、
柱
谷
監
督
を
始
め
、

選
手
17
人
と
コ
ー
チ
７
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
本
間
幸
司
選
手
と
鈴
木
隆
行
選

手
は
日
立
市
の
出
身
で
、
県
北
地
域
の

子
供
た
ち
の
た
め
に
何
か
が
で
き
れ
ば

と
話
を
進
め
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
小
雨
模
様
の
天
気
で
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
選
手
と
楽
し
く
元
気
に
ふ

れ
あ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
８
日
、
中
妻
小
学
校
の
５
年
生

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
様
々
な
不

安
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
元
気
の
出
る

か
か
し
を
作
ろ
う
と
、
地
元
の
老
人
会

の
協
力
に
よ
り
、
か
か
し
作
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
地
震
よ
り
ぼ
く
ら
の

ほ
う
が
強
い
」、「
力
を
合
わ
せ
て
ガ
ン

バ
ロ
ウ
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を

か
か
し
に
書
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　

指
導
に
当
た
っ
た
老
人
会
の
皆
さ
ん

も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
、

準
備
の
段
階
か
ら
気
合
十
分
。
当
日
も

的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
、
昨
年

は
完
成
ま
で
２
時
間
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、

今
年
は
約
１
時
間
で
完
成
し
ま
し
た
。

水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
選
手
と

ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
教
室

地
震
な
ん
か
に
ま
け
る
な
！

元
気
印
の
か
か
し
作
り
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本
市
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
石
井
竜

也
さ
ん
が
進
め
る
「
１
万
人
の
歌
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
収
録
が
、
７
月
５
日
か

ら
11
日
に
か
け
て
市
内
19
校
を
巡
っ
て

行
わ
れ
、
約
３
５
０
０
人
の
皆
さ
ん
が

歌
の
収
録
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
石
井
さ
ん
の
制
作
曲
「
つ

よ
く
い
き
よ
う
」
を
多
く
の
歌
声
で
作

り
、
復
興
の
希
望
や
後
押
し
と
な
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場

や
被
災
地
な
ど
で
収
録
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

出
身
校
の
大
津
小
の
収
録
に
は
、
石

井
さ
ん
本
人
も
登
場
し
「
歌
う
こ
と
で
、

少
し
で
も
楽
し
く
、
頑
張
る
気
持
ち
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
歌
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
今
月
末
に
配
信
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

７
月
11
日
、
中
郷
中
学
校
で
、
県
北

地
区
の
中
学
校
で
初
め
て
の
人
権
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
人
権
擁
護
委
員
が
講
師
と
な
り
、

１
年
生
５
ク
ラ
ス
で
同
時
に
行
わ
れ
、

「
い
じ
め
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、「
見

上
げ
た
青
い
空
」
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
後
、

ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
、
自
分
な
ら
ど

う
す
る
か
な
ど
の
話
し
合
い
が
持
た
れ

ま
し
た
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
思
い
や
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
自
分
の
命
、
相
手
の

命
の
大
切
さ
な
ど
、
生
徒
の
皆
さ
ん
一

人
一
人
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

み
ん
な
の
気
持
ち
を
歌
に
託
し
て

中
学
校
で
初
の
人
権
教
室
開
催

　

７
月
７
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
英
語
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
茨
城
大
会
が
開
催
さ

れ
、
市
内
の
４
つ
の
中
学
校
か
ら
36
名

の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
学
年
別
に
３
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
与
え
ら
れ
た
テ
ー

マ
に
基
づ
き
、
15
秒
間
で
自
分
の
考
え

を
話
し
た
後
、
５
分
間
の
話
し
合
い
を

全
て
英
語
で
行
う
も
の
で
す
。

　

３
人
の
グ
ル
ー
プ
も
テ
ー
マ
も
当
日

に
決
ま
る
た
め
、
基
本
的
な
英
語
力
は

も
ち
ろ
ん
、
応
用
力
や
会
話
力
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
参
加
し
た
生
徒
の
皆
さ

ん
は
、
表
情
豊
か
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

英
語
の
会
話
力
と
応
用
力
を
競
う

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム
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【
団
体
戦
】

▼
野
球
②
常
北
③
華
川
③
磯
原
▼
サ
ッ

カ
ー
②
常
北
③
中
郷
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男

子
②
常
北
③
磯
原
③
関
本
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
女
子
①
中
郷
②
華
川
③
磯
原
▼
柔
道
男

子
①
磯
原
②
中
郷
③
常
北
▼
柔
道
女
子
①

中
郷
▼
剣
道
男
子
①
磯
原
③
常
北
③
中
郷

▼
剣
道
女
子
①
常
北
②
中
郷
④
磯
原
▼
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
②
磯
原
③
関
本
③
中
郷

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
①
華
川
③
中

郷
▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
③
中
郷
③

華
川
▼
卓
球
男
子
③
磯
原
③
常
北
▼
卓
球

女
子
①
磯
原
③
中
郷
③
常
北
▼
体
操
男
子

①
華
川
▼
体
操
女
子
①
磯
原

【
個
人
の
部
】
３
・４
年
生
▼
自
由
形
男
子

①
佐
藤
颯
汰
②
小
野
多
央
聞
▼
平
泳
ぎ
男

子
①
小
野
多
央
聞
▼
平
泳
ぎ
女
子
①
会
沢

光
咲
▼
バ
タ
フ
ラ
イ
男
子
①
佐
藤
颯
汰
②

星
野
陸
▼
バ
タ
フ
ラ
イ
女
子
①
会
沢
光
咲

５
・
６
年
生
▼
平
泳
ぎ
男
子
①
鈴
木
壱
世

▼
バ
タ
フ
ラ
イ
女
子
③
星
野
麻
衣
中
学
生

▼
バ
タ
フ
ラ
イ
男
子
③
佐
藤
季
輝

【
団
体
の
部
】
北
茨
城
市
は
準
優
勝

【
個
人
戦
】

▼
剣
道
男
子
①
鈴
木
靖
顕
（
磯
原
）
▼
剣

道
女
子
①
伏
見
文
花
（
中
郷
）
②
林
優
希

（
常
北
）
③
荒
井
由
美
（
中
郷
）
③
菊
地

愛
（
常
北
）
▼
柔
道
男
子
50
㌔
級
②
佐
藤

鷹
哉
（
磯
原
）
③
鈴
木
宏
昌
（
常
北
）
55

㌔
級
①
髙
野
広
平
（
常
北
）
②
馬
場
辰
也

（
磯
原
）
③
松
本
拓
巳
（
中
郷
）
③
岩
間

勇
樹
（
中
郷
）
60
㌔
級
①
鈴
木
大
翔
（
磯

原
）
③
青
天
目
将
司
（
常
北
）　

66
㌔
級

①
川
﨑
海
登（
中
郷
）②
岡
原
大
成（
中
郷
）

③
亀
谷
勇
生
（
磯
原
）
③
出
口
直
人
（
磯

原
）
73
㌔
級
①
鈴
木
卓
磨(

磯
原
）
90
㌔

級
①
菊
池
幸
起
（
中
郷
）
▼
柔
道
女
子
48

㌔
級
①
松
本
樹
奈
（
中
郷
）
52
㌔
級
①
鈴

木
真
実（
磯
原
）63
㌔
級
①
篠
原
夏
姫（
中

郷
）　

70
㌔
級
①
増
井
美
徳(

常
北
）
▼

卓
球
女
子
単
①
大
浦
悠
（
磯
原
）
②
大
浦

梓
（
磯
原
）
③
金
川
琴
海
（
磯
原
）
▼
卓

球
女
子
複
①
渡
邊
晴
香
、
大
河
原
瞳
（
中

郷
）、
②
平
舘
愛
香
、
長
沼
桃
香
（
華
川
）

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
複
②
渡
辺
一
輝
、

宇
佐
美
圭
太
（
磯
原
）
③
山
縣
晃
良
、
滑

川
北
斗
（
華
川
）
▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

複
①
神
長
位
佳
、
上
野
暖
佳
（
中
郷
）
②

田
城
志
穏
、
滝
未
玖
歩
（
中
郷
）
③
新
田

莉
彩
子
、志
村
梨
緒
（
中
郷
）
③
山
形
奈
々
、

鈴
木
杏
菜
（
華
川
）
▼
体
操
男
子
総
合
①

川
井
や
ま
と
（
華
川
）
②
石
塚
隼
人
（
華

川
）
③
茅
根
大
侑
（
華
川
）
ゆ
か
・
あ
ん

馬
・
鉄
棒
①
川
井
や
ま
と
（
華
川
）
跳
馬

①
石
塚
隼
人
（
華
川
）
▼
体
操
女
子
総
合

①
大
地
佑
歌
子（
磯
原
）②
八
島
愛
実（
華

川
）
③
佐
藤
莉
帆
（
磯
原
）
④
笹
木
は
る

な
（
磯
原
）
跳
馬
・
平
行
棒
・
平
均
台
①

大
地
佑
歌
子
（
磯
原
）
ゆ
か
①
八
島
愛
実

（
華
川
）

問
学
校
教
育
課
（
小
髙
）	

内
４
４
０

６
月
21
日
㈫
～
23
日
㈭

北
茨
城
市
民
体
育
館
ほ
か

各
種
目
の
市
内
上
位
者
の
み
掲
載

７
月
９
日
㈯

五
霞
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

北
茨
城
市
・
高
萩
市
合
同 

中
学
校
総
合
体
育
大
会

北
茨
城
市
・
高
萩
市
合
同 

中
学
校
総
合
体
育
大
会

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

Ｂ
＆
Ｇ
茨
城
県
大
会（
水
泳
）

Ｂ
＆
Ｇ
茨
城
県
大
会（
水
泳
）
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常北中学校吹奏楽部

奏でる音色、合わせる心
　常北中学校吹奏楽部は、３年生 18 人、２年
生９人、１年生 16 人の合計 43 人の部員と顧
問の奥田先生で活動しています。
　人数が多い部活なのでまとめるのが大変そう
ですが、部長の中村優夏さんは「吹奏楽はみん
なで１つのメロディーを奏でるので、１年生か
ら３年生までみんなの仲が良いし、チームワー
クも良いです。」と話してくれました。
　一番思い出に残っているのは、昨年のよう・
そろー祭りでの演奏。オープニングの演奏だっ
たため、プレッシャーもありましたが、その
分、終わった後の感動が大きなものになりまし
た。昨年は、他にも色々なイベントに出演して
いましたが、今年は震災の影響もあり人前で演
奏する機会も少なくなってしまいました。しか
し、「心・美・音・輝（心が美しければ音も輝く）」
というモットーを掲げて日々の練習に励んでい
ます。
　例年出場している
コンクールは、震災
の影響もあり、一時
は出場を見送るとい
うことも考えました
が、顧問の奥田先生
は、「生徒たちの強
い想いで今年も出場
することになりました。本当はスポットライト
でキラキラと輝くステージの上で演奏させてあ
げたいですが、どんな状況でも生徒たちは頑張
って演奏してくれると思います。」と話してく
れました。

　わたしのしょう来のゆめは、ヘルパーになるこ
とです。
　今、わたしのお姉ちゃんは、お年寄りのしせつ
でヘルパーの仕事をしています。それでわたしに
ヘルパーの仕事の話を聞かせてくれます。その話
を聞いて、お姉ちゃんはお年寄りに、いろんなお
世話をしてすごいと思いました。わたしもヘルパ
ーの仕事をしたいと思いました。
　ヘルパーの仕事はいろいろあるそうです。たと
えば、お年寄りにごはんを食べさせてあげたり、
お年寄りの気分を変えるためにいっしょにさんぽ
をしたりします。その中で一番たいへんそうに思
ったのは、ごはんと耳そうじです。病気で話すこ
とができないお年寄りは、何を食べたいのかわか
りません。耳そうじは、いたいのかいたくないの
か気持ちを考えてかげんしなくてはいけないので、
すごくむずかしいと思います。でも、お姉ちゃん
はそれを楽しいと言いました。理由を聞いたら、

「終わった後に、ありがとうって言ってくれるか
らだよ。」と教えてくれました。「ありがとう」と
お年寄りに言ってもらえるヘルパーはすごくいい
仕事だと思いました。
　三月十一日の大しん災では、お姉ちゃんたちヘ
ルパーはすぐさまお年寄りを助けたそうです。自
分のことよりお年寄りのことを考えて行動できる
なんて、おどろきました。
　わたしは、たくさん勉強して、やさしくて強い
ヘルパーになりたいです。

石岡小学校５年　袖山 日向さん
ヘルパーになりたい
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い
じ
め
、
差
別
、
嫌
が
ら
せ
、

そ
の
他
家
庭
の
問
題
な
ど
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
９
月
２
日
㈮

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

　

特
設
相
談
所

○
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

　

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
設
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
に

関
す
る
こ
と
や
、
各
種
行
政
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

○
と
き　
９
月
７
日
㈬

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

　

  （
相
談
時
間 

一
人
約
40
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
９
月
14
日
㈬

　

午
前
10
時
～
４
時
30
分

　

  （
相
談
時
間
は
一
人
20
分
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
４
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
16
人
）。

　

９
月
７
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
下
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

行
政
書
士
無
料
相
談

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

案  

内

　
「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地
を

借
り
た
い
」
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制

度
を
利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
権
設
定
と
は
・
・
・
貸
し

　

た
農
地
は
必
ず
返
っ
て
き
ま
す

　

利
用
権
設
定
は
、
貸
し
手
と
借

り
手
と
で
決
め
た
期
間
が
来
れ
ば

貸
借
関
係
は
終
了
し
、
必
ず
返
し

て
も
ら
え
る
制
度
で
す
。
法
律
に

基
づ
い
て
貸
し
借
り
の
契
約
を
結

ん
で
お
け
ば
安
心
で
す
。

○
権
利
書
類
の
保
管
と

　

契
約
終
了
の
通
知
を
し
ま
す

　

貸
し
借
り
を
し
て
い
る
農
地
の

権
利
関
係
に
関
す
る
記
録
は
、
農

○
と
き　

10
月
３
日
㈪
～
５
日
㈬

　
（
３
日
間
）
午
後
６
時
～
９
時

○
と
こ
ろ　

中
郷
多
目
的
集
会
所

　
（
中
郷
町
上
桜
井
８
４
４
‐
１
）

安
心
で
き
る

農
地
の
貸
し
借
り
を

～
農
地
の
利
用
権
設
定
～

平
成
23
年
度
後
期

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会
の
ご
案
内

果
樹
の
苗
木
購
入
を

助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
遊
休
農
地
等
の
活
用

や
将
来
の
産
地
化
・
特
産
化
に
向

け
、
果
樹
等
の
苗
木
購
入
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
者　

市
内
に
住
所

を
有
し
居
住
し
て
い
て
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
個
人
の
方

○
助
成
対
象
と
助
成
金

○
申
込
期
間　

９
月
１
日
㈭
～

10
月
31
日
㈪
（
苗
木
の
配
布
は

翌
年
３
月
頃
に
な
り
ま
す
）

○
申
込
方
法　

Ｊ
Ａ
北
茨
城
支

店(

資
材
セ
ン
タ
ー
☎
㊷
４
９
０

２)

で
、
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課 

農
政
係

（
山
縣
、
金
成
）
内
３
８
５

け
付
け
ま
す
（
先
着
６
人
）。

　

８
月
31
日
㈬
午
前
８
時
30
分
か

ら
９
時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
☎

㊸
２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
広
瀬
）
内
１
７
８

種類 参考価格 市
助成金

購入者
負担額

ブルー
ベリー ８００円～

価格の
３／４

価格の
１／４

柿 １４００円～
栗 １３２０円～

イチジク １２００円～
梅 １４００円～

※品種により価格が変わります。

業
委
員
会
で
保
管
し
ま
す
。
貸
し

借
り
期
間
の
終
了
前
に
貸
し
手
、

借
り
手
双
方
に
通
知
し
ま
す
。
貸

し
借
り
を
更
新
す
る
か
、
終
了
す

る
か
そ
の
都
度
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
互
い
の
合
意
に

よ
り
中
途
解
約
も
で
き
ま
す
。

※
契
約
期
間
は
３
年
、
６
年
、
10

年
が
標
準
で
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
　

（
赤
津
、
鈴
木
）
内
２
９
１

商工観光課 観光係（樫村、鈴木） 363

平潟港主水祭りを
開催します
平潟港主水祭りを
開催します
平潟港主水祭りを
開催します
平潟港主水祭りを
開催します
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　平潟港主水祭りは、10 月 1 日に
変更になりました。
　訂正してお詫びいたします。
　なお、詳細につきましては９月号
に掲載いたします。



■
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・

ユ
ニ
カ
ー
ル
教
室

○
と
き　
９
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
８
月
26
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
係
（
大
和
田
）　

内
４
２
２

■
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
高
校
・
一
般
）

○
と
き 

10
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
９
月
９
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
鳥
居
）	

内
４
２
２

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

募  

集

■
就
活
ス
キ
ル
向
上
セ
ミ
ナ
ー

　

県
労
働
政
策
課
で
は
就
職
活
動

中
の
新
卒
・
既
卒
者
を
対
象
に
、

就
活
力
向
上
を
め
ざ
す
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
受
講
無
料
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
内
容
と
日
程（
３
回
１
セ
ッ
ト
）

　

①
自
己
理
解
と
職
業
理
解

　
　
　
　

８
月
23
日
㈫

　

②
応
募
書
類
の
書
き
方

　
　
　
　

９
月
27
日
㈫

　

③
面
接
対
策

　
　
　
　

10
月
25
日
㈫

○
と
き　

各
回
午
後
１
時
～
５
時

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
磯
原
町
本
町
）

問
㈱
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ス 

サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー
係

☎
０
２
９
‐
８
６
０
‐
５
０
８
０

情
報
B
O
X

　

９
月
15
日
㈭
に
実
施
予
定
の
特

定
健
康
診
査
、
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
、
肺
が
ん
・
結
核
健
診
は
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、

左
記
の
と
お
り
会
場
を
変
更
し
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
前　

よ
う
・
そ
ろ
ー

（
関
南
町
仁
井
田
７
８
９
）

変
更
後　

関
南
町
多
目
的
集
会
所

（
関
南
町
関
本
下
６
７
４
）

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

   （
佐
藤
）
内
１
８
２

　

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

（
い
わ
き
市
）
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
現
在
は
休
業

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
毎
年
９
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
同
施
設
へ
の
敬
老
招

待
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
は
延

期
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
神
長
、
泉
）
内
１
２
２

○
と
き　
９
月
27
日
、
10
月
25
日
、

11
月
22
日
、
24
年
１
月
24
日
、
２

月
28
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ラ
イ
ト
」

○
内
容　

携
帯
電
話
の
使
い
方

○
講
師　

ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
店
員

○
対
象
と
募
集
人
数　

市
内
在
住

　

の
60
歳
以
上
の
方
15
人

○
持
参
品　

筆
記
用
具
、
携
帯
電

　

話
（
な
い
方
に
は
貸
し
出
し
）

　

市
で
は
、
節
目
と
な
る
長
寿
を

迎
え
ら
れ
た
方
を
お
祝
い
し
、
敬

意
を
表
す
た
め
、
お
祝
金
を
贈
呈

し
ま
す
。

○
祝
金
該
当
者
及
び
贈
呈
金
額

・
77
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
～

昭
和
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
を
対

象
に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
（
短

期
人
間
ド
ッ
ク
）
を
行
い
ま
す
。

受
診
料
の
一
部
を
国
保
で
負
担
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

年
９
月
６
日
㈫
～

　

午
前
８
時
20
分
～
午
後
２
時

　
（
週
１
回
火
曜
日
に
５
人
ず
つ
）

○
と
こ
ろ　

市
立
総
合
病
院

○
個
人
負
担　
１
万
３
０
０
０
円

○
募
集　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

○
申
込
資
格　

35
歳
以
上
で
国
保

税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者(

国
保
以
外

健
診
会
場
の

変
更
の
お
知
ら
せ

敬
老
招
待
事
業
が

延
期
と
な
り
ま
し
た

生
き
が
い
講
座

携
帯
電
話
の
使
い
方

国
民
健
康
保
険

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

（
短
期
人
間
ド
ッ
ク
）
の
受
診
者
募
集

○
講
習
科
目　

基
礎
物
理
、
基
礎

化
学
、
危
険
物
に
関
す
る
法
令

○
受
講
料　

２
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

○
申
込
方
法　
９
月
29
日
㈭
ま
で

に
受
講
料
を
添
え
て
消
防
本
部
危

険
物
係
ま
で

※
な
お
、後
期
試
験
（
日
立
会
場
）

の
日
程
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
試
験
日　

10
月
23
日
㈰

・
会
場　

茨
城
大
学
工
学
部

・
願
書
受
付
期
間　

電
子
申
請
は

　

８
月
27
日
～
９
月
11
日
、
書
面

申
請
は
８
月
30
日
～
９
月
14
日

問
消
防
本
部 

危
険
物
係

（
松
川
、
滑
川
）
☎
㊷
７
１
４
２

の
方
は
対
象
外
で
す
。）

※
治
療
中
や
妊
娠
中
の
方
を
除
く

○
申
込
方
法　
８
月
16
日
㈫
～
９

月
２
日
㈮
に
保
険
証
・
印
鑑
を
持

参
し
て
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
現
在

調
整
中
で
す
の
で
、
詳
細
内
容
が

決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係

   （
佐
藤
、
野
口
）
内
１
８
２

た
方
）
１
万
円

・
88
歳
（
大
正
12
年
４
月
２
日
～

大
正
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
）
２
万
円

・
１
０
０
歳
（
明
治
44
年
４
月
２

日
～
明
治
45
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
）
10
万
円

・
１
０
１
歳
以
上
（
明
治
44
年
４

月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

３
万
円

※
い
ず
れ
の
方
も
８
月
１
日
現
在

で
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

○
贈
呈
方
法　
９
月
中
旬
～
下
旬

に
市
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。

※
該
当
し
て
い
る
方
に
通
知
は
行

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
領
の
際
は

受
領
印
の
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
神
長
、
泉
）
内
１
２
２

○
申
込　

往
復
は
が
き
に
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
、
携
帯
電
話
の
有
無
、

機
種
番
号
、
覚
え
た
い
こ
と
な

ど
を
明
記
し
て
左
記
ま
で

○
締
切　
９
月
９
日
㈮
必
着

申
問
〒
３
１
９
‐
１
５
３
５ 

華

川
町
臼
場
１
８
７
‐
７
４ 

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ラ
イ
ト
」

生
き
が
い
講
座(

鈴
木)

☎
㊸
５
３
６
１
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■
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
作
り

　

マ
ウ
ン
ト
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。

○
と
き　
９
月
15
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

○
と
こ
ろ　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

○
参
加
費　
１
０
０
０
円

○
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

な
ど

申
問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

（
鈴
木
、
松
本
）
☎
㉚
０
６
０
６

■
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

展
示
解
説
員
を
募
集
し
ま
す

○
応
募
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
北
茨
城

市
、
高
萩
市
、
日
立
市
に
在
住

ま
た
は
居
住
予
定
の
方

○
雇
用
期
間　

10
月
１
日
～
平
成

24
年
３
月
31
日
（
以
降
、
４
回

を
限
度
と
し
、
１
年
ご
と

　

に
更
新
可
）

○
職
務　

入
館
券
の
販
売
、
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
番
組
の
解
説
、
展
示

品
の
監
視
、
ガ
イ
ド
な
ど

○
申
込
期
間 

８
月
８
日
㈪
～
31

日
㈬　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
日
曜
日
を
除
く
）

○
応
募
方
法　

履
歴
書
、作
文（
応

募
動
機
６
０
０
字
以
内
）、
返

信
用
封
筒
を
美
術
館
へ
持
参

○
試
験
日　
９
月
中
旬
予
定
（
書

類
選
考
、
筆
記
試
験
、
面
接
）

※
詳
し
く
は
美
術
館
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
個
人
事
業
税
の

納
期
内
納
付
に
つ
い
て

　

８
月
は
、
個
人
事
業
税
の
第
１

期
分
を
納
め
る
月
で
す
。
納
税
通

知
書
は
、
８
月
中
旬
頃
に
お
手
元

に
届
き
ま
す
。
８
月
31
日
㈬
の
納

期
限
ま
で
に
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
常
陸
太
田
県
税
事
務
所

高
萩
支
所　
　

☎
22
‐
２
０
１
９

■
県
立
北
茨
城
養
護
学
校

体
験
入
学
（
第
１
回
）

○
と
き　
９
月
８
日
㈭

 　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ

　

県
立
北
茨
城
養
護
学
校

○
対
象
者　

平
成
24
年
４
月
に
就

学
予
定
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
内
容　

概
要
説
明
、自
由
遊
び
、

小
学
部
の
授
業
参
観
な
ど

○
申
込
方
法　
８
月
25
日
㈭
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み 

く
だ
さ
い
。

申
問
県
立
北
茨
城
養
護
学
校

（
遠
藤
、
髙
橋
）	

☎
㊸
２
６
２
２

■
動
物
愛
護
月
間

　

９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
は
動

物
愛
護
月
間
で
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
動
物
の
愛
護
と

動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
ハ
ル
カ
と
ミ
ヂ
カ
～
最
先
端
と

　

身
近
な
機
材
で
触
れ
る
宇
宙
～

　

茨
城
大
学
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放
送

局
の
共
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
27
日
㈯

　

午
後
２
時
～
９
時（
雨
天
決
行
、

■
市
民
講
演
会

｢

高
萩
の
大
地
と
阿
武
隈
山
系｣

県
北
大
地
の
成
り
立
ち

　

ジ
オ
ネ
ッ
ト
高
萩
（
茨
城
県
北

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
）
主
催
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
28
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

○
と
こ
ろ　

高
萩
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

○
講
師　

田
切
美
智
雄
氏

　
　
　
（
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

○
募
集　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　
８
月
22
日
㈪
ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、

■
被
災
者
の
た
め
の

特
設
登
記
相
談
所

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、
被
災

さ
れ
た
方
の
た
め
に
特
設
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
倒
壊
・
流

出
し
た
家
屋
の
登
記
、
土
地
・
建

物
の
権
利
証
や
法
人
の
印
鑑
カ
ー

ド
紛
失
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
18
日
㈭
・
25
日
㈭
、

９
月
22
日
㈭
、
29
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ

　

市
役
所
２
階
相
談
窓
口

問
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局

☎
０
２
９
４
‐
２
１
‐
２
２
５
３

■
い
ば
ら
き
看
護
職

合
同
進
学
・
就
職
説
明
会

　

第
４
回
い
ば
ら
き
看
護
職
合
同

進
学
・
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
無
料
、
事
前
申
込
不
要

で
す
。
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
８
月
27
日
㈯

　

午
後
０
時
30
分
～
４
時

○
と
こ
ろ　

県
総
合
福
祉
会
館

　

  （
水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８
）

○
内
容　

求
人
情
報
提
供
、
看
護

職
進
学
相
談
、
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
登
録
・
就
職
相
談
な
ど

問
㈳
県
看
護
協
会
、
県
ナ
ー
ス

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
６
９
０
０

問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

　

管
理
課　
　
　

☎
㊻
５
３
１
１

　
・
動
物
を
飼
う
と
き
は
、
習
性
を

よ
く
理
解
し
、
終
生
責
任
を

持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
・
人
と
動
物
と
の
調
和
の
と
れ
た

豊
か
な
環
境
作
り
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
・
動
物
を
い
た
わ
り
、
命
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
・
飼
い
主
は
、
鑑
札
、
迷
子
札
を

付
け
、
所
有
者
明
示
を
し
、
逸

走
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
・
動
物
を
み
だ
り
に
虐
待
し
、
ま

た
は
遺
棄
し
た
者
は
罰
金

（
50
万
円
以
下
）
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

〈
大
好
き
い
ば
ら
き
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
〉

○
と
き　
９
月
18
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

○
と
こ
ろ　

笠
間
美
術
の
森
公
園

イ
ベ
ン
ト
広
場

○
内
容　

犬
猫
無
料
健
康
相
談
、

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
愛
犬

の
飼
育
相
談
、
動
物
と
の
ふ

れ
あ
い
、
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
ほ
か

問
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
６
‐
72
‐
１
２
０
０

荒
天
中
止
）

○
と
こ
ろ　

高
萩
市　

さ
く
ら
宇

宙
公
園
（
茨
城
大
学
宇
宙
科
学

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）

○
内
容　

茨
城
大
学
生
・
市
民
団

体
の
ス
テ
ー
ジ
、
児
童
向
け
科

学
実
験
教
室
、
忍
た
ま
乱
太
郎

シ
ョ
ー
、
音
楽
と
朗
読
コ
ン

サ
ー
ト
、
星
の
観
察
会
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
展
示
、
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど

○
後
援　

高
萩
市
、
日
立
市
、
北

茨
城
市
、
国
立
天
文
台
、
茨
城

県
北
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 http://w
w

w
.nhk.or.jp/m

ito

問
茨
城
大
学
宇
宙
科
学
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー　

☎
24
‐
９
５
１
６

氏
名
、
年
齢
を
連
絡

申
問
高
萩
市
役
所 

企
画
課

☎
23
‐
２
１
１
８

24
‐
４
６
５
３
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　住みよいまちをつくるためには、皆さんの
意見や提案を聴き、市政に反映させることが
大切と考えます。
　市では平成9年4月から市政の運営に活用

北
茨
城
市
磯
原
町
磯
原
一
六
三
〇
番
地

北
茨
城
市
長　

豊　

田　
　
　

稔　
行

料金受取人払郵便
3

日立支店
承　　認

差出有効期間
平成24年3月
31日まで

切
手
を
貼
ら
ず
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

181

あなたの声を市政にあなたの声を市政に

◉北茨城市では、より多くの皆さんの意見をお聴きし
て市政に反映させたいと考えています。あなたの市
政への意見や提案をお寄せください。
◉まず、意見や提案などをこの用紙の裏面に記入くだ
さい。そして、切り取り線に沿って紙面から切り、
封筒をつくって切手を貼らずにお近くのポストに投
函してください。

切り取り線に沿って
紙面から切り取り、
この面が外側になる
ように中央を折って
ください。

あて先を下にして、
のりしろを図のよう
に貼り合わせます。

切手を貼らずそのま
まお近くのポストへ
投函してください。

封筒のつくり方
① ② ③

する提案制度「私の提案」で皆さんからの
貴重な意見や要望をお受けしています（送
料無料）。
　市民課 広報広聴係（広瀬）　　　　１７８

1 9 1 5 9 2

問 内

私の提案～皆さんの声にこたえます～私の提案～皆さんの声にこたえます～
市政に関する意見や提案をお寄せください

19　広報　きたいばらき　8月号
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私 の 提 案

　「私の提案」のほか、「市長へのファックス」やインターネットによる「Eメール」
でも皆さんからのご意見、ご提案を随時お受けしています。この場合も「私の
提案」と同様に、必ず住所、氏名、電話番号を記載のうえ、送信してください
（個人情報は保護したうえで、広報紙等で公表されることがあります）。

まちづくりの主人公は、市民の皆さんです。

切り取り線に沿って切り取り、切手を貼らずにそのままポストへ投函してください。

●市長へのファックス　30ー 1350　●Eメールアドレス　kouhou@city-kitaibaraki.jp

＊市政に関する自由な意見をお書きください。
　また、日常生活や地域の話題等でも結構です。

電話番号

の　　り　　し　　ろ

の　　り　　し　　ろ

お 名 前

あなたの 〒319-
ご 住 所　北茨城市

あなたの
声を
市政に

の　
　

り　
　

し　
　

ろ
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～長期申し込み割引制度あり～
（詳しくは下記へお問い合わせください）
★★★お申し込み・お問い合わせ★★★
市民課 広報広聴係 43-1111（内線178）

ホームページバナー
広報きたいばらき

15,000円／月
10,000円／月～

広 告 募 集広 告 募 集
＝広報きたいばらき・市ホームページ＝

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
８月 18 日㈭、９月１日㈭、15 日㈭
[ 大津町公民館 ]
８月 11 日㈭、25 日㈭、９月８日㈭
どちらも午後１時～４時

問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　
　８月３日㈬、17 日㈬、９月７日㈬
　午前10 時～午後３時
　大津子どもの家

問 社会福祉課　内１３２
■健康いきいき体操
　【エイサー太鼓】[ 市民ふれあいセンター ]
　８月は休講です
　【ステップ台】[ 平潟町公民館 ]
　８月９日　午前 10 時～ 11 時
■８・９月の「ふれあい体操」

　８月９日㈫、18 日㈭、23 日㈫、30 日㈫
　９月６日㈫、13 日㈫、22 日㈭、27 日㈫
　午後１時 30 分～ 4 時　市民ふれあいセンター
問 地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

8／7
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

14
荒川内科医院
☎ 43-2288 ( 磯原町 )

21
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

28
いそはらクリニック
☎ 30-1580 ( 磯原町 )

9／4
市立総合病院
☎ 46-1121 ( 大津町 )

11
友愛クリニック
☎ 43-1398 ( 磯原町 )

市立図書館　☎ 42－1451

●明日のマーチ

●エースの系譜

●翼

●銀の島

●きょう一日

●クジラと海とぼく

●こども電車

●アリクイにおまかせ

●ねこのピカリととまどのほし

●なつねこ

石田　衣良

岩崎　夏海

白石　一文

山本　兼一

五木　寛之

水口　博也

岡田　　潤

竹下　文子

市居　みか

かんのゆうこ

8 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 9/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
８月 31 日㈬ 午前 10 時から 11 時ま
で、幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

※８月は休まず開館いたします。

月 - August -
市立図書館8

市
県
民
税　
　
　
　
　
　

［
第
２
期
］

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

［
第
２
期
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
［
第
２
期
］

納
期
限　
　
　
　
　
　

８
月
31
日
㈬

今月の納税
■歯の相談（要予約）

８月 24 日㈬、９月 28 日㈬
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

■精神保健相談（要予約）
　８月 22 日㈪、９月 21 日㈬
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　８月 24 日㈬、９月 28 日㈬　
　午後１時～２時受付
■４カ月児健康診査
　８月 18 日㈭、９月 15 日㈭　
　午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

８月 26 日㈮、９月 16 日㈮
午後１時～１時 30 分受付

■２歳児歯科健診
９月１日㈭
午後１時～１時 30 分受付

■３歳児健康診査
８月 12 日㈮、９月９日㈮　午後１時～２時受付

問 保健センター　☎４３‐１３１０

21　広報　きたいばらき　8月号
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黄金色に輝くソテツの花
村中　勝彌　さん　宅（磯原町）

家を建てた時に、玄関脇に植えたソテツ。暖か
い地方の植物ですが、幾度も冬を越え 6 年経った
今では倍以上に大きくなり、今年は初めて花が咲
きました。真夏の日差しを受けて黄金色に輝くソ
テツの花は、道行く人の目をひきつけています。

うちのうちの

　
６
月
30
日
と
７
月
１
日
に
、
磯
原
中
学
校
の
２
年

生
が
い
そ
は
ら
幼
稚
園
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
訪
問

は
、
磯
原
中
学
校
が
家
庭
科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
６
人
ず
つ
に
分
か
れ
て
各
ク
ラ
ス

を
訪
問
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
で
作
成
し
て
練
習
し
て

き
た
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
園
児
た
ち
が
普
段
遊
ん
で
い
る
ブ
ロ

ッ
ク
遊
び
や
、
も
う
じ
ゅ
う
狩
り
ゲ
ー
ム
、
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
な
ど
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

　
最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
た
生
徒
も
、
園
児
た
ち

の
無
邪
気
な
笑
顔
に
、
す
ぐ
に
打
ち
と
け
、
お
互
い

に
笑
顔
の
絶
え
な
い
ひ
と
時
に
な
り
ま
し
た
。

市の人口と世帯　平成 23年７月 1日現在（　）は前月比

総人口… 46,331 人 （ − 63） 出　生… 24 人 （　 　 0）

男… 22,791 人 （ − 33） 死　亡… 47 人 （　 　 0）

女… 23,540 人 （ − 30） 転　入… 83 人 （　 ＋ 4）

世帯数… 17,422 世帯（ − 10） 転　出… 123 人 （　 − 4）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

「本よみや音楽をききな

がらおどるのが大好きな

女の子です。いっぱい食

べて元気にのびのび育っ

てね。」

（父 洋太さん 母 亜希さん） （父 剛さん  母 瑠梨さん）
（1 歳 3 カ月　華川町）

亀
岡

島
尾

さ　や そ う し

紗彩 宗嗣 く　ん

「お菓子といないいな

いばあが大好きで、最

近はプール遊びに夢中

です。これからもいっ

ぱい遊ぼうね。」

（７カ月　中郷町）

　

３
年
前
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て
捨
て
ら
れ
て
い

た
リ
リ
ィ
。今
で
は
こ
ん
な
に
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

当
時
、
飼
う
こ
と
に
一
番
反
対
し
て
い
た
お
父
さ
ん
に

今
は
一
番
懐
い
て
い
て
、
そ
の
仲
は
相
思
相
愛
で
す
。

平潟町・齊藤さん宅の

（ミックス犬・メス・３歳）
リ リ ィ

お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉
ち
ゃ
ん
と

　
　
　
　
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
よ

ち　ゃ　　ん

表 紙 解 説


